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春日部地区浦高会『喫茶去』２０１８年９月３日 第２８８号（文責：香田） 

 

●私の会員スピーチ・その１ 

 9月 2日の春日部地区浦高会・会員スピーチでお

話させていただいた概要をご報告します。なお、今

回の資料は、6 月 9 日に湘南浦高会総会にお招きい

ただき、その後の卓話で使った資料に若干手を加え

たものです。 

  ◇  ◇ 

■同窓会にどっぷり浸かって 17年 

 皆さん、こんばんは。本日の会員スピーチを任さ

れました香田でございます。本日のスピーチは、湘

南浦高会の平井会長から今年の初めに「地域同窓会

の中で活発に活動されている春日部地区浦高会のこ

れまでの歩みと、活動の原点をお聞かせいただきた

い」とのオファーを受けまして、6月 9日に湘南浦

高会の皆様にお話しさせていただきました内容を多

少リメークしたものでございますことを最初にお断

り申し上げます。 

 話の流れは、そうしたいきさつがありまして私の

自己紹介から始まり、春日部地区浦高会設立の経緯、

活動の状況、10 年近く務めさせていただいた事務

局の話などあれもこれもお話したいと思って資料を

作りましたら 19 ページにも及んでしまいました。

45 分でお話を終わらす予定ですので駆け足になり

ましたらご容赦ください。 

 

１．自己紹介・人生１５番勝負の 13日目邁進中 

 さて、最初に自己紹介でございますが、私がちょ

うど 50 歳の時に、作家の嵐山光三郎さんのコラム

に人生を 5 年ごとを 1 日の勝負として見立てて大

相撲の十五番勝負に置き換えて考える「人生十五番

勝負」というものを読み感動し、自分の 50 歳まで

を振り返ってみました。そして、その延長として、

現在の 63 歳、13 日目までを振り返ったものが、

2ページから 4ページ中段まででございます。 

 5年間を 1日として 15番ですから、現役時代は

75 歳までということで、それ以上生きればオマケ

の人生とのことです。 

 初日は、ゴジラが誕生して日本本土に初上陸した

1954年から始まります。ゴジラが初上陸したのが

品川の八ッ山橋、京浜急行の北品川駅の近く、御殿

山の下です。そこに上陸したのが 11月 3日でした

ので、もしこれが本当であれば、私の誕生はなかっ

たかもしれません。そうなのです。私の生まれは、

それから 1ヶ月後で、出生地も品川区東大崎で八ッ

山橋からは 1.6 キロの距離しかありませんでした。 

5 歳までは非常に天真爛漫というか、いたずらっ子

だったようで、自分で派はとんど記憶がないのです

が、白星ですね。 

 二日目は、6 歳～10 歳までですが、3 歳で品川

から警察官だった父親の仕事の関係で、川口市飯塚
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町に引っ越しいたします。昭和 37 年に公開された

「キューポラのある街」では、吉永小百合さんが主

演の青春映画で美しく描かれていたようですが、当

時の川口市は鋳物工場など工場だらけで、気管支炎

に悩まされてひ弱な低学年を過ごしていました。そ

こで黒星。 

三日目の 11 歳～15 歳は、小学校 6年で蕨市に

引っ越し、丸坊主になりたくない一心で勉強に打ち

込み、埼玉大学附属中学校へと入学することができ

ました。淡い初恋もあり、パスケットクラブで楽し

い青春を謳歌した時代です。白星 

四日目、ここからが浦高とのお付き合いになるの

ですが、4月に弓道部に入部したのですが、毎日の

10 キロマラソンに付いていけず夏休みで挫折、そ

の後、帰宅部となり、焦燥感と劣等感に悩んだ 3年

間でもありました。あのままであれば、「浦高卒」と

誇らしくいうことはなかったのではないかと思うほ

どです。しかし、そんな中でも、地理の新田先生と

の出会い、物理の飯島先生との出会いなどもあり、

都市計画を一生のものと考えのきっかけがありまし

た。ここも黒星です。 

3 ページの五日目以降は順調に推移し、大学を卒

業し 2年間の民間会社経験のあと、春日部市役所に

入ることができました。23 歳では茶道をはじめま

したので、もう 41年目に入っています。 

六日目で大失恋のあと、見合いで妻と知り合い、

結婚、長女を授かり大金星。 

七日目では長男を授かり銀星でした。とたぶんに

女房に見られてもよいように書いています。(笑い) 

 八日目は厄年前で突発性難聴などを煩い黒星。 

 その後は順調に市役所でも課長、部長などを務め

るとともに、さまざまな市民活動をして今日に至っ

ています。 

 九日目のところに、三楽庵雑記帳『夏炉冬扇』と

いうものが出ておりますが、43 歳の誕生日から綴

っている公開日記のことです。これまでの 20 年間

で 4370号を綴っており、これが春日部地区浦高会

会報『喫茶去』の原点になっています。 

 春日部地区浦高会との出会いは、十日目の 2001

年、47歳になる年のことでした。 

 4 ページに入りまして、15 日目までの人生勝負

では、現在のところ 12日目まで取り進んで 9勝 3

敗、13 日目も残り 1 年半ですがたぶん白星となれ

ば、15 日間で 12勝 3負の「敢闘賞」を目指した

いと思っています。 

さらに人生 80年、十六番目の勝負が取れるよう

に気力、体力、それに技術力を磨いてまいりたいと

思います。皆様には、これからも大所高所からご指

導いただきますとともに、ご支援をいただければ幸

いです。 

このような人生背景の中で、私が春日部地区浦高

会の皆様と 17年にわたりお付き合いさせていただ

き、石井さん、三輪さん、鳥井さん、根本会長、田

村さんと多くの先輩たちに育てていただき、さらに

多くの会員の皆様からさまざまな刺激とご支援をい

ただき今日がございます。感謝してもしきれないか

もしれませんね。 ＜つづく＞ 


